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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
核
物
質
防
護
規
定
違
反
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
核
物
質
防
護
の
重
要
性
の
理
解
不
足
に
よ
る
迅
速
な
対

応
」
が
「
欠
如
」
し
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
許
可
の
基
準
に
直
ち

に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

現
在
、
原
子
力
規
制
検
査
等
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
一
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
く
追
加
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
「
最
終
と
り
ま
と
め
」
の
中
で
「
二

十
一
事
案
、
最
大
で
十
一
カ
月
以
上
の
放
置
」
と
い
っ
た
「
よ
り
具
体
的
な
記
述
」
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
原
子
力
規
制
検
査
の
目
的
は
、
検
査
の
「
実
施
方
法
を
明
確
化
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
理
解
」
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
原
子
力
規
制
検
査
等
実
施
要
領
」
（
令
和
元
年
十
二
月
二
十
五
日
原
子

力
規
制
庁
長
官
決
定
。
以
下
「
検
査
実
施
要
領
」
と
い
う
。
）
の
目
的
は
、
原
子
力
規
制
検
査
の
「
実
施
方
法
を
明
確
化
す

る
」
こ
と
で
あ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
規
制
の
あ
り
方
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
追
加
検

査
」
は
、
「
発
電
用
原
子
炉
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
的
能
力
」
の
「
欠
如
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
第
二
項
（
第
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
で
は
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
法
第
四
十
三

条
の
三
の
二
十
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
原
子
力
規
制
委
員

会
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
発
電
用
原
子
炉
の
運
転

の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。 



 

３ 

 

三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

令
和
三
年
三
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
二
年
度
第
六
十
四
回
原
子
力
規
制
委
員
会
臨
時
会
議
（
以
下
「
六
十
四
回
委

員
会
」
と
い
う
。
）
及
び
同
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
二
年
度
第
六
十
六
回
原
子
力
規
制
委
員
会
臨
時
会
議
（
以
下

「
六
十
六
回
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法

律
第
四
十
二
号
）
第
五
条
第
四
号
に
掲
げ
る
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
核
物
質
防
護
に
関
す
る
情
報
が
六
十

四
回
委
員
会
及
び
六
十
六
回
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
内
容
及
び
資
料
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
原
子
力
規
制
委
員
会
議

事
運
営
要
領
」
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
原
子
力
規
制
委
員
会
決
定
）
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、

六
十
四
回
委
員
会
及
び
六
十
六
回
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
お
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
と
し
て
、
非
公
開
で
開
催
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
一
体
で
取
り
扱
う
こ
と
」
は
、
六
十
四
回
委
員
会
で
の
議
論
に
よ
っ
て
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね

の
「
決
定
過
程
と
根
拠
」
に
つ
い
て
は
、
六
十
四
回
委
員
会
の
議
論
の
内
容
が
非
公
開
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
は
差
し

控
え
た
い
。 



 

４ 

 

三
の
４
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
約
二
千
人
・
時
間
の
根
拠
」
は
、
「
原
子
力
規
制
検
査
に
お
け
る
追
加
検
査
運
用
ガ
イ
ド
」
（
令
和
二
年
三

月
三
十
一
日
原
子
力
規
制
庁
原
子
力
規
制
部
検
査
監
督
総
括
課
作
成
）
に
お
け
る
「
本
追
加
検
査
に
要
す
る
時
間
は
、
対
応

す
る
検
査
官
全
員
で
約
二
千
人
・
時
間
程
度
を
目
安
と
す
る
。
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。 

三
の
５
の
ア
及
び
７
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
二
年
度
第
六
十
七
回
原
子
力
規
制
委
員
会
（
以
下

「
六
十
七
回
委
員
会
」
と
い
う
。
）
及
び
同
年
二
月
十
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
更
田
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員

長
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

三
の
５
の
イ
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
六
十
七
回
委
員
会
に
お
け
る
更
田
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
「
法

的
な
意
味
」
は
後
回
し
で
、
対
応
区
分
が
第
一
区
分
に
是
正
さ
れ
れ
ば
、
核
燃
料
の
移
動
が
で
き
る
よ
う
」
に
す
る
と
い
う

趣
旨
で
は
な
く
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
原
子
力
規
制
委
員
会
と
し
て
発
す
る
是
正
措

置
等
の
命
令
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
上
で
、
「
発
出
文
に
つ
い
て
」
検
討
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
ま
た
、
検
査
実



 

５ 

 

施
要
領
に
定
め
る
対
応
区
分
が
「
第
一
区
分
に
是
正
」
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
当
該
命
令
が
効
力
を
失
う
も
の
で
は
な
い
。 

三
の
５
の
ウ
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
国
会
で
認
め
た
よ
う
に
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一

日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
二
年
度
第
七
十
回
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
示
し
た
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
三
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
く
是
正
措
置
等
の
命
令
に
係
る
方
針
に
つ
い
て
は
、
六
十
七
回
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
踏
ま
え
、
原
子
力
規

制
委
員
会
と
し
て
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
事
案
の
性
質
に
応
じ
、
規
制
上
必
要
な
処
分
を
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三
の
６
に
つ
い
て 

 
 

三
の
５
の
ウ
に
つ
い
て
で
述
べ
た
方
針
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
と
し
て
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
事
案
の
性

質
に
応
じ
、
規
制
上
必
要
な
処
分
を
選
択
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
規
制
の
意
味
を
な
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
御
指
摘

は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 


